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新中期業務計画「ビジョン１０００
セン

＋
プラス

」のスタート 

2009 年 3 月に終了した中期業務計画「ビジョン５５
ゴーゴー

」は、昨年秋以降の急速な経

済環境の悪化により、終盤こそ苦戦を余儀なくされましたが、これまで取り組んで 
きた各施策がその効果を着実に発揮し始め、全体として大きな成果を残しました。 

 
そして、4 月から、新

3 か年中期業務計画「ビ

ジョン１０００
セン

＋
プラス

」を

スタートさせました。 
この新中期業務計画は、

「ビジョン５５
ゴーゴー

」の成果

を基礎とし、引き続き

「再生・新展開」と「真

の体質強化」により、さ

らなる飛躍を目指すも

のです。 
 
 

3 年後の企業規模と

して、連結売上高 1,000 億円を想定し、それにふさわしい経営体制の確立を目指し

ます。また、単に規模の拡大を図るだけでなく、「技術の日機装」、社会から信頼さ

れる「企業としての品格」も意識しながら、課題に取り組みます。 
 重点施策としては、抜本的な業務の効率化・合理化、未来人材の育成、現場力の

再生、技術力の一層の向上、グローバル化への対応、マーケティング機能の強化な

どを掲げています。 
 これらの施策を確実に実行することによって、当社グループのさらなる成長を実

現していきます。 
 

日機装技術研究所の創設 

中長期にわたる製品・技術、未来に繋がる基礎技術の研究、また生産技術の刷新

など、日機装グループのモノづくりを支える研究開発の拠点として、当社の創立 
５５周年を機に、「日機装技術研究所」を創設することとしました。 

費用と成果、開発テーマやスケジュールなどを明確にし緊張感のある運営をする

ため、株式会社として組織し、また、若い技術者が熱い思いをもって、研究に熱中

できる環境を整え、独立組織ならではのさまざまな経営体験を通じて、次代を担え

る人材の輩出ももくろんでいます。 
現在、開設準備室を設け、「株式会社 日機装技術研究所」設立に向け準備を開始

いたしました。

「ビジョン１０００ ＋」イメージ図 
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大型 LNG ポンプテストスタンド 

アメリカの LNG ポンプ生産会社 設備増強完了 

2008年11月、LNG(液化天然ガ

ス)送液用クライオジェニックポン

プの米国生産拠点である、当社

100％子会社日機装クライオ社

(Nikkiso Cryo,  Inc.）の設備増強

計画の一環である第二期拡張工事

(新建屋増築)が完了しました。 
 
 

これはクライオジェニックポンプの設計、部品調達、製造、検査までの一貫した

生産体制と、検査業務の効率化、輸送コストの削減、為替リスクの回避等を目的と

したもので、日本国外でのクライオジェニックポンプの一貫した生産体制の構築は

当社では初めての試みです。 
 
同社は1997年、クライオジェニ

ックポンプの実液テストを行う会

社として操業を開始しました。 
以来、CO2排出量の少ないクリー

ンエネルギーとして注目される

LNGの需要拡大に伴う、ポンプ出

荷数の増大や大型化に対応するた

め、順次設備の増強を行ってまい

りました。 
 
今回の第二期拡張工事はその総仕上げにあたるもので、同社がポンプの検査専門会

社から、最新鋭生産設備を備えた生産拠点に拡張するうえでの要となります。 
このたびの設備増強完了により、今後ますます当社クライオジェニックポンプの生

産性は向上するものと期待しています。 
 
【日機装クライオ社の設備概要】 
総床面積：約2,300 ㎡ 

工場面積：約 500 ㎡ 

大型高圧ポンプ組立てスタンド：2基 

大型LNGポンプテストスタンド：1基 

大型天井クレーン：4基 

拡張工事が完了した Nikkiso Cryo ,  Inc. 

新建屋内風景 
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ドイツのポンプ生産会社 新社屋に移転 

2009 年 3 月、ドイツのポンプ製造・販売会社 Nikkiso-KSB 社(Nikkiso-KSB  
GmbH)が生産能力増強のためにフランクフルト近郊の新社屋(工場･事務棟)に移転

しました。 
 

 Nikkiso-KSB 社は、当社と世界有数

の総合ポンプメーカーであるドイツ

KSB 社(KSB Aktiengesellschaft)
が昨年 7月に共同出資で設立した合弁

会社です。 
 
 

 
今後は両社の技術を結集して、欧州の

市場ニーズに合致したキャンドモータポ

ンプの新シリーズを開発し、欧州はもと

よりロシア、中東、アフリカ市場向けに

販売する計画です。 
 

すでに同社では、欧州で培ってきた当社のポンプ製造ノウハウと KSB 社の販売

ネットワークを活用し、欧州、ロシア、中東向けポンプの製造・販売を開始してい

ます。新工場では、引き続き既存ポンプの製造を行うとともに、新シリーズのキャ

ンドモータポンプの開発を推進していきます。 
 

新工場の総敷地面積は従来の3.5倍に相当する5,700
㎡で、大型キャンドモータポンプの性能試験装置も新設

するなど、当社の国内生産拠点であるポンプ工場(東村

山製作所内)と同等のキャンドモータポンプ生産能力を

有しています。 
同社では、今後も新工場の機能強化を進めるとともに、

一日でも早く新製品の市場投入を図り、欧州での市場シ

ェアを3割、売上規模を現在の3倍に拡大させる予定です。 

Nikkiso-KSB 新社屋 

新工場内風景 

試験装置 
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起工式 

完成予想図 

ベトナム新会社の生産拠点建設を開始 

2009年2月、ベトナム ハノイ市郊外に設立した100％子会社、日機装ベトナム

(Nikkiso Vietnam,  Inc.）の、新社屋(工場・事務棟)の起工式を執り行いました。 
 
同社は将来予想される旺

盛な航空機需要や、エネル

ギー事業、医療機器事業な

どに備えるため、昨年12月
に設立したものです。 

 
 
 

今回の第一期工事では、延べ床面積2,000㎡の工場を竣工させ、

炭素繊維を原料としたボーイング777用「ブロッカードア」をは

じめとする航空機用炭素繊維複合材製品を製造する計画です。 
 
 
 
同工場は今年9月に操業を開始する予定で、すでに日本から責任者を派遣している

ほか、現地マネージメントスタッフの採用も完了しています。 
今後は当社航空機用部品の生

産拠点である航空宇宙工場(静岡

製作所内)で現地採用者のトレー

ニングを行い、現地の良質な労働

力を即戦力として登用し、より価

格競争力のある生産体制の構築

を目指します。 
 
 
 
そして4年後には、ベトナムでの航空宇宙用炭素繊維複合材製品の生産高を、国内

の生産拠点と同等の50億円規模まで高めたい考えです。 
さらには、現地の広大な敷地面積（37,000㎡）を活用し、エネルギー関連製品や

医療機器製品のベトナム生産化を視野に入れながら、さまざまな生産品目拡充の可

能性を考えてまいります。 
 

ブロッカードア 
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